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白川郷学園の「人権教育」が目指すもの 
白川郷学園では、以前より、白川郷学園人権宣言の制定（令和 2年 3月）、児童生徒会による

「いじめ」について考える集会、人権擁護委員の方によるペープサート（人形劇）の観劇、LGBT

協会の方からの講演会等、人権教育にかかわる様々な取組を行ってきました。そうした中で、白

川郷学園は、令和 5・6年度の 2年間、文部科学省「人権教育研究指定校」として、人権教育の

研究を推進していきます。白川郷学園の「人権教育」が目指すのは、 

 自他の人権を守るために、考え、行動できる児童生徒の育成  
です。地域や保護者の皆様とも人権を守ることの大切さを共有しながら、推進していきます。

この取組の中で、私たち大人も人権尊重の意識を一緒に磨いていくことで、さらに住みやすい社

会（学園・村）になっていくと信じています。ご理解、ご協力をお願いします。 
 

＜現在、日本にある人権課題について＞ 

人権とは、「人間が生まれながらにしてもつ権利や自由」のことを指します。ほとんどの人

が「人権は守られるべきである」とわかっているのに、いじめや差別といった人権課題は昔も今

も多くあります。人権教育を進めていく前に、今実際にある主な人権課題を以下に示します。 

①子供 ②女性 ③高齢者 ④障害者 ⑤同和問題 ⑥アイヌの人々 ⑦外国人 

➇-１HIV感染者等 ➇-２ハンセン病患者等 ⑨刑を終えて出所した人 ⑩犯罪被害者等 

⑪インターネットによる人権侵害 ⑫北朝鮮当局による拉致問題等 ⑬性的指向、性自認 など 

 白川郷学園では、人権課題に「気付き（知り）」、自分は何ができるのかを「考え」、そしてそ

の解消のためにどう「行動」するのかを大切にしていきます。また、1～9年生が一緒に学んで

いるよさを活かして、学校全体で人権を守るために何ができるかを考え、行動していきます。 

 

＜これまでの人権教育にかかわる白川郷学園の活動＞ 

（１）少年犯罪で 15歳のご長男を亡くされた一井彩子さんのお話 5/16（⑩犯罪被害者等） 

岐阜県警の事業「命の大切さを学ぶ教室」として、少年犯罪でご長男を亡くされた一井彩

子さんのお話を聞きました。一井さんは、「残念ながら、悲しい事件が報道されない日はな

い。自分の大切な人がどんな思いをするのか想像力を働かせて欲しい。加害者がいなくなれ

ば被害者もゼロになります」と語りかけてくださいました。 

お話の後の振り返りで、子ども達から「人の気持ちや痛みをわかる人になりたい」「自分

の命も、人の命も大切にしなければいけない」といった感想が聞かれました。 

 

（２）生徒会長出席「全国中学生サミット（東京）」について全校で考える（⑫拉致問題等） 

岐阜県代表として、前期児童生徒会長の田𦚰龍吾さんが出席しました。そこでは、拉致被害

者家族会代表 横田拓也さんの講演があり、「拉致された人と家族が会えるようにしたい。皆

さんにこの問題についていろんな人に伝えて欲しい」と語られました。それを受けて、サミッ

トでの学びを田𦚰さんが白川郷学園全校児童生徒に報告しました。この報告会の中で、学園の

仲間から、「家族の帰りを待ち続ける方々の気持ちになった時に、その辛さは言葉に表せない

ほどだと思う」という感想もあり、みんなで拉致被害の早期解決を願う時間となりました。 

白川郷学園 人権だより 

みんなの人権を守るために 

 

裏に続きます→ 



（３）情報端末や SNSを正しく利用する方法を学ぶ（⑪インターネットによる人権侵害） 

①「SNSの使い方」PTA親子Web講演会 6/26 

   情報モラル研究所の上水流信秀先生を講師として、「SNSとの関わり方」の Zoomを使っ

た親子学習会を行いました。AIによる学園児童生徒の事前アンケートの分析によると、 

  ア、むやみに画像を送信すべきではないという意識は比較的高い。 

  イ、アカウントやパスワードの使い回しへの危機感が薄い傾向にある。 

  ウ、簡単に相手を信用する傾向、被害にあっても、誰にも話さず我慢してしまう傾向がある。 

   以上の分析結果に基づき、上水流先生から、今後も SNS等の被害や危険性について保護

者と共有し、子ども達の利用状況を見守っていく必要があると助言いただきました。 

②児童生徒会によるタブレットの使い方を見直す話し合い 

  タブレットでふざけ半分で動画を撮影したり、加工したりしてネット上に発信し、大変な人

権侵害や損害を出す事案が社会問題化しました。こうした中、児童生徒会からタブレットの適

切でない使い方によって、仲間の人権を傷つけないようにしようと呼びかけがあり、各学級で

タブレットの使い方について話し合いをしました。生徒会から以下の事前提案がありました。 

タブレットの使用制限を増やすことに意味を感じません。便利にも不便にもなるタブレッ

トを、どう使うといいかについて、意識を高めることに意味があると思います。 

 この提案通り、6月に親子で考えた「SNSの使い方」同様、 

「その送信、その使い方、他の人や自分を大切にできていますか？」 

  あくまでもタブレットやスマホは道具。ここでも、相手の人権を大切に思う心こそ磨いてい

く必要があることを確認しました。 

 

コラム ～人権教育を進める中で見えてきたもの～ 

 今年度、白川郷学園で講演いただいた方々の数々の大切な言葉がありました。 

＜外国人観光ガイド 杉山さん＞ 

・自分の郷土のよさを語る前に、まずは、相手の文化や考え方、よさを知ろうとすることが

大切です。まずは、学園の隣の席の仲間の良いところを探して伝えてみては？ 

<弁護士 漆原さん＞ 

・「憲法」が個人の人権を強く守っている理由は、「あなた（その人）」は世界中を探しても、

昔から未来を探しても、「あなた（その人）」しかいないことに基づいています。 

＜裁判官 杉村さん＞ 

・裁判は、法律で白黒をつけて相手をねじ伏せるものではなく、どうなることがみんなにと

って幸せな社会になるのかを考えています。裁判の中で私は、被害を受けた人には、未来

に向かって歩みを進めてもらえるように、加害をした人には、自身の過ちを心の底から悔

い改め、社会復帰できるようにするための問いかけを大切にしてきました。 

 

子ども達との学びの中で、みんなの人権を守るために大切なことが見えてきました。 

白川郷学園学校運営協議会でも、「相手意識」という言葉でその大切さを示しています。 

これからも、「自他の人権を守るために、考え、行動できる人」を目指して、人権教育 

を推進していきます。ご理解、ご協力をお願いします 

自分の人権（思いも含む）を大切にしながらも、相手の「納得」や「幸せ」も考えた

伝え方や行動ができているかを自分でわかるようになること 

 

本 HP では、割愛させていただきます。 


